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１１
月
１６
日
、
港
湾
労
働
者
や
民
間
企
業
の
労
働
争
議
、
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
に
よ
る
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
る
名
古
屋
港
で
公
務
・

民
間
労
働
者
、
市
民
団
体
な
ど
２
６
０
人
が
参
加
。
全
労
連
の
全

国
統
一
行
動
に
結
集
す
る
「
秋
の
み
な
と
総
行
動
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
憲
法
９
条
改
悪
反
対
、
庶
民
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
反

対
、
港
湾
の
規
制
緩
和
反
対
・
雇
用
を
守
れ
、
青
年
に
働
く
場
を

の
要
求
を
か
か
げ
て
終
日
行
動
し
ま
し
た
。

朝
６
時
半
か
ら
の
早
朝
宣
伝

に
続
い
て
総
行
動
決
起
集
会
が

全
港
湾
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
名
港
労
協
の
田
中
洋
行
議

長
は
、「
全
国
の
注
目
を
今
、

名
古
屋
港
が
受
け
て
い
る
。
１２

月
１
日
か
ら
世
界
の
ト
ヨ
タ
自

動
車
が
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
運
営
に
参
入
し
て
く
る
。
住

友
軽
金
属
の
団
体
生
命
保
険
裁

判
も
来
年
２
月
に
口
頭
弁
論
が

始
ま
る
。
ボ
ー
ト
ピ
ア
（
競
艇

場
外
舟
券
売
り
場
）
建
設
も
地

域
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

建
設
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。
名
古
屋
港
を
安
全
・
安
心

な
港
に
す
る
た
め
の
総
行
動
を

成
功
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
続
い
て
港
地
区
労
の
脇
坂

宗
勝
事
務
局
長
（
港
職
労
副
委

員
長
）
が
行
動
提
起
。
自
動
車

パ
レ
ー
ド
と
ビ
ラ
ま
き
、
ア
ス

ベ
ス
ト
要
請
行
動
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
自
動
車
パ
レ
ー
ド
で

は
、「
憲
法
９
条
改
悪
反
対
」「
医

療
・
年
金
・
介
護
な
ど
社
会
保

障
を
改
善
せ
よ
」「
青
年
に
働

く
場
を
」
な
ど
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
車
に
貼
り
、
次
々
と
１５
台
の

車
が
港
区
内
に
繰
り
出
し
ま
し

た
。

自動車パレードやビラ宣伝、アスベスト要請行動などを意思統一した総
決起集会（写真中央・田中洋行名港労協議長）

港港湾湾にに働働くく労労働働者者、、市市民民のの安安全全はは？？

名名古古屋港港
パパトトロロールルアアススベベスストト現現場調調査査

名
古
屋
港
管
理
組
合
の
関
係

施
設
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
現
場
調
査
パ
ト
ロ
ー

ル
と
し
て
、
最
初
に
旧
名
古
屋

港
観
光
案
内
所
を
訪
れ
、
天
井

部
分
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ス

ベ
ス
ト
を
調
査
。
現
在
は
こ
の

施
設
は
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
続
い
て
名
古
屋

港
湾
会
館
の
大
ホ
ー
ル
を
見
学

し
、天
井
部
分（
天
井
裏
で
密
封

状
態
）に
も
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
最
後

に
調
査
し
た
金
城
ふ
頭
７
号
上

屋
に
は
今
も
天
井
部
分
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
対
応
を
検
討
中
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
調
査
し
た
現
場
の
粉
じ

ん
濃
度
は
、
大
気
汚
染
防
止
法

に
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る

と
名
古
屋
港
管
理
組
合
は
記
者

発
表
し
て
い
ま
す
が
、
大
地
震

に
よ
る
倒
壊
な
ど
の
被
害
を
考

え
る
と
一
刻
も
早
い
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。名

古
屋
港
で
は
、
１
９
７
０

年
代
か
ら
８０
年
代
に
か
け
て

ア
ス
ベ
ス
ト
原
料
そ
の
も
の

の
荷
役
に
携
わ
っ
た
港
湾
労

働
者
が
数
多
く
い
ま
す
。「
純

生
」
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
末
の
暴

露
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が

危
惧
さ
れ
、
２
人
の
労
働
者

が
労
災
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
み
な
と
総
行
動
で
は
、

名
古
屋
港
運
協
会
へ
「
労
使

に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委

員
会
の
設
置
」、名
古
屋
税
関

へ
「
過
去
の
輸
入
の
詳
細
な
デ

ー
タ
の
公
表
」、愛
知
労
働
局
へ

「
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
と
健

康
診
断
の
全
額
国
庫
負
担
」
を

求
め
る
要
請
も
行
い
ま
し
た
。

石綿（アスベスト）
静
か
な
時
限
爆
弾
と
も
言
わ
れ
る
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス

ト
）。
こ
れ
が
原
因
で
肺
に
病
気
が
発
症
し
た
り
、
ガ
ン

が
発
生
し
ま
す
。
２０
年
〜
３０
年
と
い
う
長
い
潜
伏
期
間
の

後
に
表
れ
ま
す
。
み
な
と
総
行
動
と
し
て
１６
日
、
ア
ス
ベ

ス
ト
現
場
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
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名古屋港金城ふ頭７号上屋（外観）

熊谷一幸港職労副委員長

港
職
労
と
し
て
も
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い

て
は
名
古
屋
港
管
理
組

合
に
１０
月
に
要
求
書
を

提
出
し
、
調
査
・
公
表

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

名
古
屋
港
に
働
く
す
べ

て
の
港
湾
労
働
者
や
市

民
・
県
民
の
安
全
を
守
り
、
健

康
被
害
の
救
済
措
置
を
求
め
る

運
動
に
と
り
く
ん
で
い
く
こ
と

こ
と
が
、
私
た
ち
公
務
職
場
に

働
く
者
の
責
任
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
名
古
屋
港
を

安
全
で
安
心
な
港
に
す
る
た
め

に
組
合
も
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

名古屋港湾会館大ホール
（天井の奥に密封）

天井一面に白く見えるのが石綿（室内）

旧名古屋港観光案内所・天井（写真中
央の黒い部分にアスベストが使用）
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イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
海
外
派

兵
し
た
小
牧
基
地
に
は
Ｃ
１
３

０
Ｈ
輸
送
機
ば
か
り
か
空
中
給

油
輸
送
機
の
配
備
ま
で
が
在
日

米
軍
の
再
編
・
強
化
の
も
と
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
牧
市
の

市
之
久
田
中
央
公

園
を
会
場
に
１１
月

２０
日
開
か
れ
た

「
第
９
回
愛
知
県

こ
ま
き
平
和
集

会
」
に
基
地
強
化

に
反
対
す
る
４
０

０
人
以
上
が
集
ま

り
ま
し
た
。
開
会

あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
望
月
敦
春
日
井

市
職
労
委
員
長

は
、「
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
安
全
を
守
る
こ
と

が
国
の
役
割
で
あ
り
、
外
交
の

基
本
。
有
事
法
制
に
よ
っ
て
安

全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
憲
法

を
守
る
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が

る
こ
と
を
再
確
認
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

青
年
代
表
の
高
校
生
平
和
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
船
橋
あ
か
ね
さ
ん

は
、「
未
来
に
生
き
る
子
ど
も

ら
の
た
め
に
平
和
を
守
り
引
き

継
ぐ
責
任
が
あ
る
。
心
に

平
和
の
花
を
咲
か
せ
、
平

和
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ

う
」
と
元
気
な
訴
え
に
参

加
者
か
ら
共
感
の
拍
手
。

集
会
後
自
衛
隊
小
牧
基
地

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
小
牧

基
地
関
係
者
に
、
小
牧
基

地
強
化
や
米
軍
の
使
用
に

反
対
す
る
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

今
年
も
師
走
。
な
に
か
と

あ
わ
た
だ
し
く
、
生
活
リ
ズ

ム
も
乱
れ
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の

が
、
便
秘
で
す
。
忙

し
く
て
空
腹
の
ま
ま

働
い
た
あ
と
で
一
気

に
食
べ
た
り
、
寝
る

前
に
食
べ
る
生
活
が

続
く
と
、
消
化
器
が

正
常
に
働
か
な
く
な

り
、
機
能
停
止
状
態

に
な
る
の
が
便
秘
で

す
。
体
調
を
崩
す
と

風
邪
を
引
い
て
、
年

末
に
寝
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
食
事
に

は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
冷
た
い
も
の
は
避
け
、

生
野
菜
よ
り
は
煮
た
根
菜
類

を
食
べ
ま
す
。
お
酒
を
飲
む

機
会
も
増
え
ま
す
が
、
日
本

酒
な
ら
お
か
ん
、
焼
酎
な
ら

お
湯
割
り
に
し
ま
す
。

睡
眠
不
足
に
も
な
り
が
ち

で
す
の
で
、
日
付
が
変
わ
ら

な
い
時
間
に
は
寝
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は

早
く
寝
て
、
ゆ
っ
く
り
起
き

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
睡
眠

不
足
も
便
秘
の
も
と
で
す
。

便
秘
を
防
ぐ
ツ
ボ
は
お
な

か
の
「
天
枢
（
て
ん
す
う
）
」

と
「
大
横
（
だ
い
お
う
）」

で
す
。
こ
の
二
つ
の
ツ
ボ
は

便
秘
解
消
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

夜
、
布
団
に
入
っ
て
仰
向

け
に
な
り
ま
す
。人
差
し
指
、

中
指
、
薬
指
の
三
本
の
指
を

重
ね
て
、ツ
ボ
を
押
し
た
り
、

離
し
た
り
を
く
り
返
し
ま

す
。
は
じ
め
は
硬
か
っ
た
り

痛
み
を
感
じ
ま
す
が
、
四
、

五
回
く
り
返
す
と
気
持
ち
が

よ
く
な
り
ま
す
。

ツ
ボ
を
ひ
と
つ
ず
つ
押
す

の
が
面
倒
で
し
た
ら
、
お
へ

そ
の
少
し
上
か
ら
下
へ
、

「
の
」
の
字
を
書
く
よ
う
に

ぐ
る
ぐ
る
押
し
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

師
も
走
る
と
い
う
師
走
。

規
則
た
だ
し
い
生
活
を
送

り
、
新
年
を
む
か
え
て
く
だ

さ
い
。

米
軍
の
小
牧
基
地
使
用
反
対

ツボの話
空
中
給
油
輸
送
機
配
備
や
め
よ

便
秘
を
防
ぐ
ツ
ボ

第９回愛知県こまき平和集会

長編アニメーション映画フェンスごしに自衛隊小牧基地へ要請する代表団

ガラスのウサギ
９
０
７
号
の
答
え
は
「
ア
キ

マ
ツ
リ
」
で
し
た
。
４５
人
の
応

募
が
あ
り
全
員
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
券
を
贈
り
ま

す
。

野
村
八
重
子（
名
古
屋
市
職
労
）

清
水

裕
子（

〃

）

杉
浦

智
佳（
西
尾
市
職
）

重
藤

新
子（
学
事
労
）

内
島

真
澄（
春
日
井
市
職
労
）

天
野

静
子（
西
尾
市
職
）

藤
代

一
夫（
豊
橋
市
職
労
）

林

正
義（

〃

）

鈴
木

博
史（
蒲
郡
市
職
）

杉
浦

美
香
（
自
治
体
一
般
・

安
城
ヘ
ル
パ
ー
分
会
）

◆
御
嶽
山
の
紅
葉
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ま
た
職

場
の
み
ん
な
と
行
っ
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
大
槻
せ
き
子
・
西
尾
市
職
）

◆
図
書
館
に
も
指
定
管
理
者
制

度
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

ま
す
。
断
固
は
ね
か
え
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
（
彦
坂
茂
雄
・
豊

橋
市
職
労
）
◆
こ
れ
か
ら
段
々

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
こ
の
冬
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
下
条

由
香
子
・
豊
川
市
職
労
）
◆
ま

だ
ま
だ
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま

り
、「
私
の
頭
の
中
の
白
い
消

し
ゴ
ム
」
の
よ
う
に
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
に
な
ら
な
い
様
、
日
々

努
力
し
た
い
で
す（
大
野
暁
子
・

春
日
井
市
職
労
）
◆
も
う
す
ぐ

忘
年
会
で
す
。
新
人
は
芸
を
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で

す
（
南
茂
寿
江
・
半
田
市
職
）

◆
寒
く
な
り
ま
し
た
。
カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す（
丸
山
初
江
・
瀬
戸
市
職
労
）

劇 時伝人「希求座」ク
イ
ズ
の

昭和２０年３月１０日の東京大空襲で、母と

妹を失う東京下町に住む少女・敏子。焼け

跡から、空襲の猛火で変形したガラスのう

さぎを掘り出し、戦争の恐ろしさを目の当

たりにする…。原作は、２１０万部を越える

ベストセラーとして読み継がれている名

作。子どもたちにこそ見てほしい作品です。

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

第９回新作名古屋公演

あの子が死んだ朝（２幕）
時 ２００５年１２月２３日�１８：００開演

２４日�１３：３０開演 １８：００開演
２５日�１１：００開演 １６：００開演

所 名古屋中村文化小劇場
大人 前売２０００円 中高生１５００円 小人５００円

日時 １２月２４日�より１月１３日�
連日朝１０時３０分より１回上映

前売券 大人・高大生 １３００円
小中生・シニア ８００円

チケットは県本部まで ゴールド劇場

名古屋・中村警察署南希求座は創立１５周年。原点に立ち返り、働く人

たちが、人間性を疎外するものとたたかう姿を

描く。 ※愛知県本部にチケットあります

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
０６
年
１
月
７
日
必
着
。

は
が
き
に
か
な
ら
ず
近
況
・

職
場
で
の
話
題
、今
号
の「
あ

い
ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を

書
い
て
下
さ
い
。

小
坂
井
町
職
労
（
１０
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

市
川

寛

副
執
行
委
員
長

岡
田

一
郎

書
記
長

中
河

伸
年

蟹
江
町
職
労

（
１１
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

立
松

和
二

副
執
行
委
員
長

杉
村

央
行

書
記
長

宮
波

峰
子

新
役
員
紹
介

鍼
灸
師

伊
藤
直
子


